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Vol. 3 花芽形成 
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野菜の花は、残念ながら人間のため

に咲くのではありません。キュウリや

トマトなど１～２年草の花は、自分の

子孫を残すために花を咲かせます。花

が咲いた後にできる種子によって、た

くさんの子孫をふやすことができるの

です（種子繁殖、第１表）。
しかし、イチゴやジャガイモなどの

宿根草では、育種の場合を除いて種子

ではなく、ランナーとか塊
かい

茎
けい

などの栄
養繁殖によってふやしています。

第１表　繁殖による野菜の分類 

イチゴ 
サトイモ 
ワサビ 
フキ 
タケノコ 
ヤマノイモ 
ネギ 
ショウガ 
クワイ 
セリ 
ミョウガ 
ウド 

インゲン 
エンドウ 
ダイズ 
ラッカセイ 
トマト 
レタス 

ナス 
トウガラシ類 
ウリ類 
セルリー 
ソラマメ 

ダイコン 
カブ類 
ブラシカ類 
ネギ類 
ゴボウ 
ニンジン 
タマネギ 
トウモロコシ 

（井上、1967を修正） 
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↑トマトなどの果菜類は素質のよい花芽をつけること
が大切。

花を作っている器官として、外側

からがく、花弁、雄しべ、雌しべが
あります（第１図）。これらの花器は
すべて葉が変形したもので、段階的

に形態が変わっています。がくは、

花と葉との中間的な形態をとってい

ますが、これを葉と比べてみると、

葉にある切れ込みや、それにわき芽

も、がくではなくなっています。が

くより内側の花弁になると、葉緑素

が黄色や赤色などの色素に変わって

います。

第１図　花の形態 
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花は茎の先端につく場合と、葉のつ

け根のわき芽部につく場合とがありま

す（写真右参照）。ブロッコリやホウレン
ソウの花は先端につき、オクラやキュ

ウリ、マメ類ではわき芽部につきます。

トマトの場合は複雑で、見かけ上は

茎に花房がついているように見えるの

ですが、実際は茎の先端についていま

す。花房が発達するにつれ、そのすぐ

下のわき芽が上に伸びて茎が太くなっ

ていくので、これが主茎のように見え

るのです。また、ときどきトマトで芯
どまりが起こるのは、茎の先端に花芽
などができず生育が止まるためです。

花の着生位置 

花には一つずつ咲く種類と集まって咲く種類が
ありますが、どう違うのですか？

複穂状花序（ホウレンソウ） 複総状花序（キャベツ） 複散形花序（セルリー） 頭状花序（イチゴ） 

第２図 
野菜類の花序型模式図 

種類によって、花が一つずつわき芽につく場合と、花房

（花序）といって、いくつかの花がまとまってつく場合とが

あります。トマトやキャベツは花房でつき、キュウリやメ

ロンはたいてい花が一つだけつきます。イチゴやレタスの

花は一つのように見えますが、たくさんの花が集まってで

きた花房になっています（第２図）。
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それは、受粉・受精を効率よくするためです。受粉
を助けているミツバチやマルハナバチは、美しい花に

誘われてやってきます。イチゴやスイカがその例です。

ただ、ミツバチは赤と黒を色として区別できないので

花と認識できず、また白色はそのままの色を見ている

のではなく、白に反射する紫外線を見て花と認識して

います。そのためか、野菜の花の多くは黄色か白色を

しています。

虫媒花ではもう一つ、甲虫またはチョウやガで媒介
される場合があります。嗅覚の発達した甲虫を誘引す

るため、ユリなどは強い匂いを出しています。また、

チョウやガは雄しべを押し分けなくとも、細長い吸収

器官を花の奥に差し込んで、蜜腺から蜜を吸うことが

できます。そこで、チョウやガの訪れる花は細長い形

をしています。モンシロチョウはレタスやアザミなど

のほか、キャベツやハクサイにもよくやってきます。

花にはなぜ様々な色や形、香りがあるのですか？

花
の
つ
く
場
所
は
、

種
類
に
よ
っ
て

変
わ
る
よ
う
で
す

が
、
ど
う
違
う
の

で
す
か
？

←
トマトの芯どまり。
先端に花芽ができて
しまい、わき芽が出
ていない。
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秋にタネをまく多くの野菜は、植物体春化型
（37頁参照）の低温要求性を持っています。そ
れぞれの野菜には最適とされる低温があり、そ

の温度に近いほど花芽は早くできます（量的要
求、第３図）。しかし、キャベツの晩生種など
では最適の低温に、しかも数カ月以上あたらな

いと花芽はできません（質的要求、第３図）。
このような質的・量的反応は、光周性（37頁
参照）にもあります。早生種より中生種、さら

には晩生種と、早晩性が遅くなるほど低温要求
量も大きくなります。また、栽培中に花芽がで

きると、養分が花芽に集中（第４図）し、反対
に葉や根での養分蓄積量は低下します。それを

防ぐため、早生種でも大きな低温要求量を持ち、

花芽ができにくい品種が育成されています。

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
何
年
も
花
が

咲
か
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

本
当
で
す
か
？

第４図　ブロッコリの花蕾形成に伴う 
　　　　部位別の乾物重変化 

花蕾形成に伴って、葉や
根の乾物重は減り、花蕾
では増加が著しい。 （　　　　　　 ） 

第３図　春化の質的要求（O）と量的要求（F） 

Ｆ型は低温ほど少ない葉数で花芽をつけるが、Ｏ型で
は23℃より高くなると花芽は形成されない。 （　　　　　　　　　　　） 

（Wiebe、1989を修正） 

花芽ができるまでには①催花、②花芽原基の形成、③
花芽の発達の３段階があり、その後④出蕾

らい

を経て⑤開花
します。この①～⑤の過程を、花成と呼んでいます。
催花とは、花芽形成を誘導する段階のことです。花芽

の形成については遺伝的な要因ですべてが決まるわけで

はなく、環境条件によっても変わってきます。続く花芽

の発達過程では、花芽にがくや花弁などの花器ができる

とともに、花芽の数も増加します。

花芽の形成条件と花芽の発達条件では異なる場合があ

るので、注意が必要です。例えばイチゴは、短日・低温

の条件下で花芽を形成しますが、花芽の発達は高温・長

日で促進されます。そこで、早く収穫するため高温・長

日にしておくと、次の花房の形成は起こらなくなります。

花芽ができて開花する過程を教えてください。

花芽がつくと、養分は根や茎葉にいくより花芽に集

積するようになります（第４図）。つまり根菜や葉菜で
は、収穫する予定の根や茎葉に養分がいかず、品質が

低下してしまいます。そこで、根や葉を食べる野菜（ダ

イコン、キャベツなど）は花をつけないよう管理しま

す。一方、トマトやブロッコリなど果菜、花菜あるい

は採種栽培では積極的に花芽をつけさせるとともに、

茎葉を旺盛に発育させることが重要です。

野菜の種類によっては、
花をつけさせないように管理するのはなぜですか？
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花芽を早くつけたいときには
どうすればよいですか？

その1

その2

その3

っても長日効果を示します。そうなると、短日植物

では花芽形成が遅れ、長日植物ではその逆となるこ

とがあるので、注意が必要です。

春　化（温度）
秋にタネをまいて春に収穫する多くの野菜では、

花芽が形成されるためには低温にあたる必要があり

ます。これを春化といいます。ハクサイやダイコン
では、発芽した種子が０～５℃くらいの低温にあた

ると、その後に花芽を形成します（種子春化あるい
はシードバーナリ）。 しかし、タマネギや、ニンジ

ン、ブロッコリでは、一定の大きさになってからで

ないと、約５～10℃の低温に反応できません（植物
体春化あるいはグリーンバーナリ）。 これらの野菜

では、茎頂とわき芽で低温刺激を受け取っています。

また、どちらの低温要求型の野菜でも、低温を受

けた後に約25℃以上の高温にあたると、花芽はでき

なくなります（脱春化）。春先に収穫するダイコンな
どでは、トンネルをかけると昼間は高温になるため、

夜間が低温であっても花芽形成を遅らせることがで

きます。

逆に花芽の形成を早めたい場合、つまり採種目的

のときや、ブロッコリなどで花蕾形成を促進させる

ときには、品種を選ぶだけでなく低温にあたるよう

に播種時期を決めることが大切で、低温処理も有効

になります。

一方、レタスでは25℃以上の高温に、ある期間あ

たると花芽ができます。そのため、高温期の栽培は

高冷地に限られています。暖地などでは栽培地ごと

に適した品種を選択し、播種時期を守ることが重要

になります。

栄養条件（栄養）
ナスやトマトではある程度生育すれば、温度や日

長にかかわりなく花芽を形成します。このタイプの

野菜の場合、花芽形成を促進するには、植物体内の

チッソ成分に対する炭水化物の割合（Ｃ/Ｎ率）を大
きくしてやることが有効です。

イチゴをポットで育苗すると、苗床育苗に比べて、

Ｃ/Ｎ率のコントロ－ルが容易で、病気の伝染も防げ

るため、ほとんどがポット育苗となっています。

花芽形成の誘導条件として①日長、②温度、③栄

養の三つがあります（第２表）。

光周性（日長）
日長によって、花芽形成の時期が左右される性質

が光周性です。これは、葉が日長の刺激を受け取っ
ていることによるものです。日長をある長さ（限界
日長）より、遮

しゃ

光
こう

するなどして10時間程度に短くし

てやった場合に花芽形成が促進されるのが、短日植
物です。短日植物には、イチゴやシソがあります。
イチゴに早く花芽をつけさせるには、遮光をして日

長を短くするとともに、気温を15℃くらいにしてや

るのが効果的です。

逆に花芽がつくのを遅らせるには、補光をして日

長を14時間程度の長さにしてやるか、真夜中に１～

２時間の補光をするようにします。それは花芽が短

日ではなく、長夜で誘導されるからです。夜が長い

とき真夜中に短時間の補光をすると、暗期が連続せ

ずにとぎれてしまう（光中断あるいは暗期中断）た
め、花芽ができなくなるのです。

一方、日長がある一定の時間より長く、14時間程

度になったときに花芽ができるのが、長日植物です。
長日植物の例としては、ホウレンソウやシュンギク

があります。また、日長に関係なく花芽ができるの

が中性植物で、トマトやナスがその例に挙げられま
す。

つまり、花芽を早くつけさせるには、短日植物で

は遮光などをして短日にしてやり、長日植物では補

光をして長日にしてやればよいことになります。

なお、街灯あるいは高速道路のそばに畑があり、

照明が野菜に届いている場合は、たとえ弱い光であ

第２表　野菜の花芽形成の主要要因 

ハクサイ、ツケナ類、ダイコン、カブ 
 
キャベツ、カリフラワー、ブロッコリ、 
セルリー、ネギ、タマネギ、ニンニク、 
ニンジン、ゴボウ 

レタス 
 
シソ 
 
ホウレンソウ、タカナ、シュンギク、 
ニラ、ラッキョウ 

トマト、ナス、ピーマン 



花を食べる 
野菜なんて 
あるのかしら？ 

稔さんの あれこれ 
素朴な質問箱 
稔さんの あれこれ 
素朴な質問箱 

？ 

　カリフラワーやブロッコ
リの花蕾は、たくさんの花
芽と肥厚した茎からでき
ています。これ以外にも
私たちは、花菜として意外に多くの花芽
を食べていて、ざっと挙げるだけでもナ
バナ、ウド、ミョウガ、ズッキーニの花、花
丸キュウリ、フキやニンニクのとうなど
があります。 
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花芽ができたときの環境によって花器、特に雌しべや雄しべの発

達が影響を受けます。

が
・

く
・

や花弁、雄しべの数、雌しべを作る心皮の数は決まっていて、
だいたい３～５枚となっています。例えばトマトでは、がく、花弁

と雄ずいの数はいずれも５で、さらには雌しべも５枚の心皮からで

きています。しかし、花芽形成が低温で促進されると、たくさんの

心皮からなる子房ができます。こうなるとその後、それらの心皮が

そろって発達しないことがあるため、乱形果などの奇形果になって

しまうのです。

ナスなどでは花芽形成時の栄養状態や環境条件がよくない場合は、

花柱の短い短花柱花（第５図）になり、受粉不良となって落花しや
すくなります。また、一般に花芽形成までの環境条件や栄養状態が

悪いと、子房の細胞分裂が早く停止して、細胞の数が通常より少な

くなるため、その後は細

胞肥大がいくらよくても

大きな果実にはなりませ

ん。したがって、栄養状

態と環境条件をよくし、

素質のよい花をつけさせ

ることが重要です。

素質のよい花芽をつけさせる
ことが重要なのはなぜですか？

第５図　ナスの長花柱花、 
　　　　中花柱花と短花柱花 
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